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（開示事項の経過）持株会社の商号と経営理念について  

 

株式会社中国銀行（代表取締役頭取 加藤 貞則、以下「当行」といいます。）は、株主

総会の承認および必要な関係当局の認可等が得られることを前提として、2022年 10月を

目途に持株会社体制への移行を検討しておりますが、これが決定した場合には、以下（下

記１．）に記載する商号を使用することを予定しておりますのでお知らせします。 

また、この度、当行グループはグループ経営の意識をより一層高めるため、以下（下記２．）

に記載する「グループ経営理念」を制定しました。持株会社体制への移行が決定した場合

には、持株会社においてもこのグループ経営理念を引き続き使用する予定です。 

なお、持株会社体制への具体的な移行スキームにつきましては引き続き検討しており、そ

の詳細は決定次第お知らせします。 

 

記 

１．持株会社の商号（予定） 

 

グループ全体でこれまで築き上げてきたブランドである「ちゅうぎん」を冠することで、

当行グループの持株会社であることを明確化し、長年培ってきた金融を中心としながら、

これからも地域社会・お客さまとともに発展していきたいという想いを込めています。 

 

２．グループ経営理念 

地域・お客さま・従業員と分かち合える豊かな未来を共創する 

 当行グループは、地域社会・お客さまと相互に発展する持続可能なビジネスモデルの構

築に向けて、お客さまの視点に立ったサービスを創出し、お客さま一人ひとりに寄り添っ

た課題解決を実践する企業グループへの変革を目指しております。 



   

 

 

そのためには、グループの経営資源を最大限活用するなどグループ経営の意識をより一

層高めていくこと、また、その考えを役職員一人ひとりに浸透を図っていくことが重要で

あることから、この度、グループ共通の経営理念として「グループ経営理念」を制定しま

した。 

この「グループ経営理念」の内容は、2017年にスタートした長期経営計画において制定

し、同計画の「長期ビジョン」として位置付けておりましたが、持株会社体制への移行検

討にあたり、当行グループが恒久的に果たしていく使命、また、当行グループの存在意義

を示すものとして、この度「グループ経営理念」に位置付けを見直ししております。 

なお、従来の銀行の経営理念「自主健全経営を貫き、ゆるぎない信頼と卓越した総合金

融サービスで、地域社会とともに発展する」は、「グループ経営理念」の制定により廃止

いたします。 

 

 

【ちゅうぎんグループの理念体系】 

 

 

以  上 

Mission

Vision

Value

Code of Conduct

私たちが社会で果たすべき使命
（私たちの存在意義）

私たちが目指す姿

すべての役職員が共有する価値観

すべての役職員が守らなければならない行動基軸

グループ経営理念

経営ビジョン

ちゅうぎんバリュー

地域・お客さま・従業員と分かち合える豊かな未来を共創する

地域のお客さまに「選ばれ」「信頼される」総合金融サービスグループ

お客さまへ お客さまとのWin-Winを目指します

個として 仕事を通じて夢を実現します

会社として 働きがいと成長の場を提供します

企業活動を行うにあたり社会の一員として必ず守らなくてはなら
ない基本的な事項

企業行動規範

行動指針 役職員一人ひとりが業務遂行にあたり考慮しなければならない
具体的な判断基準

（現「ちゅうぎんの心」を継承）

（現長期経営計画の長期ビジョンを継承）

（現銀行の経営ビジョンを継承）


